
MonthlyTopics
１カ月のできごと

9年間を見据えた教育を
学校運営協議会第1回会議
　学校運営協議会の第１回会議が６月19日に湯前中学校
で開かれ、委員と町・学校関係者20人が参加。中村和弘教
育長が委員に委嘱状を交付し、会長に湯前中PTA会長の有
馬博

ひ ろ し

士さん（44＝上里１）、副会長に元町立保育所長の土屋
明
あ き こ

子さん（67＝浜川）を選出。湯前中（古家慎
し ん や

也校長）と湯
前小学校（菅原浩

ひ ろ こ

子校長）の学校経営方針を承認しました。
　協議会は「地域とともにある学校づくり」を目指して同
委員会が設立。湯前中に湯前小児童を招くなど、９年間を
見据えた教育を進めます。今後は各学校の授業参観や学
校運営についての意見交換を行い、来年２月にアンケート
結果などを踏まえて学校評価を行うことにしています。

セルフレスキューを楽しく学ぶ
水辺の安全教室
　B&G海洋センターの「水辺の安全教室」が7月21日に同
プールで開かれ、保育園〜小学6年生とその家族ら16人が
参加し、水中での浮き方や救助の方法などを学びました。
　子どもたちが自分の命を守るための意識と技能を身に
着けることで、安全に楽しく水辺で遊んでほしいと平成
22年から全国のB&G海洋センターで行われています。
上球磨消防署の署員4人が参加者に「水に入らずに救助す
る方法」など、救助の知識や技術を教え、実際にその方法を
披露しました。
　その後、参加者は水難時に浮輪の代わりに使うことがで
きるペットボトルやランドセル、ごみ袋など身近なものを
使った浮き方を体験。同センターの職員から「しっかりと
息を吸い、力を抜いて」「あごを上げて天井を見るように」

「服や靴は脱がない」などのアドバイスを受けて背浮き。
最後には立ってボードを漕ぐ「スタンドアップパドルボー
ド」（SUP）を楽しんでいました。上球磨消防署消防士長の
岡村智

さ と し

志さんは「球磨川は流れが速く、管内でも水難事故
が発生している。今回学んだ『自分の命を守る』ことを心
がけてもらい、楽しい夏休みを過ごしてほしい」と話して
いました。
　８月25日の午後
１ 時 30 分 か ら は
SUP体験会も行わ
れ、実際に川に出て
ボードを漕ぐ予定
です。

プールにボードを浮かべて、SUPも楽しんだ

熊本地震の復興を支援
カラオケスキップがチャリティー発表会で募金箱設置

　カラオケスキップ店長の稲田實
みのる

さん（69＝馬場）と妻の
彌
や よ い

生さん（71）が６月18日に湯前町役場を訪れ、同店主催
のチャリティー発表会で募った４万3750円を熊本地震の
復興支援として寄付しました。
　ことしで５回目になる発表会は６月17日にあさぎり町
須恵文化ホールで開催。人吉球磨管内だけでなく、九州内
や遠くは千葉県から、カラオケ教室などで稲田さんとつな
がった123組が参加しました。稲田さんは「歌で出会いが
あってたくさんのつながりができた。熊本地震の復興に
は長い時間がかかる。できる限り支援を続けていきたい」
と話し、鶴田正已町長へ義援金を手渡しました。義援金は
町の社会福祉協議会を通じて被災地へ送られます。

歌でのつながりに感謝し、義援金を手渡す稲田さん夫婦

両校の校長から方針の説明を受ける委員たち

大きなプールで泳ぎ方のレッスン
湯前保育園水泳教室

　湯前保育園（東理
り え

絵園長）の水泳教室が７月９日にB&G
海洋センタープールで開かれ、年長児17人がバタ足での
泳ぎ方などを楽しく学びました。
　園児の泳ぎの上達を目的に公立多良木病院の健康運動
指導士らを招き、２年前から同会場で開催しています。園
児たちでも足がつく板を５㍍間隔で大プールに設置。準
備運動をしたあと、プールサイドで泳ぐ姿勢や息継ぎなど
を確認してから水につかりました。　
　園児は指導士や保育士につかまり、３人ずつバタ足や水
に顔をつける練習をしました。そのあと、ライフジャケッ
トを身に着け、ラッコのように浮く練習やスタンドアップ
パドルボード（SUP）をして楽しみ、水に親しんでいました。

大人と一緒に楽しく泳ぎ方を学ぶ園児

思いを一つに子どもを育成
青少年健全育成町民会議
　青少年健全育成町民会議（会長＝鶴田正已町長）の総会
が６月19日に農村環境改善センターで開かれ、会員38人
が事業計画や予算案などを審議し、研修を受けました。
　同会議は、町・学校関係者、町民の代表者でつくられた組
織。総会では、会長の鶴田町長が「町の子どもたちが健や
かに明るく育つよう、地域全体で青少年の育成を図ってい
ただきたい」とあいさつしました。
　議案を審議し、「社会を明るくする運動」の説明や研修が
行われました。研修では、元熊本県警察の唐津博

ひろやす

康さん
（67＝下村）が「正直に生きる」をテーマに「嘘を言うより
正直に認め、伝えた方がいい」などと自身の経験を踏まえ
ながら、その思いを会員へ伝えました。

唐津さんの話に聞き入る会員

ペットボトルやランドセルなど、身近
なもので浮くこつを学んだ参加者
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